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じ

め

南
ア
ル
プ
ス

・
ス
ー
パ

ー
林
道
の
問
題
は
、
七

月
二
十
七
・
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
自
然
環
境
保

全
審
議
会
委
員
の
現
地
視
察
ゃ
、
そ
の
後
に
予
定

さ
れ
る
環
境
庁
長
官
の
現
地
視
察
な
ど
に
よ
っ

て
、
近
く
結
論
が
出
さ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る。
こ
の
林
道
が
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
に

つ
い
て
は
、
す
で

に
、
南
ア
ル
プ
ス
自
然
保
護
連

合
に
よ
っ
て
、
数
回
に
わ
た
り
現
地
調
査
が
行
わ

れ
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
去
る
五
月
二
十
四

・
二
十
五
日
、
日
光

市
で
行
わ
れ
た
第
五
回
全
国
自
然
保
護
大
会
に
お

い
て
も
、

主
要
な
テ

l
マ
と
し
て
と
り
あ
げ
ら

れ
、
熱
心
な
討
論
が
く
り
返
‘
さ
れ
て
、

建
設
中
止

を
求
め
る
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
南
ア
・
ス
ー
パ
ー
林
道
は
、

全
国
の
自
然

保
護
運
動
の
中
で
も
、
大
き
な
問
題
と
し
て
と
り

あ
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
去
る
七
月
十
二

十
三
の
両
日
、
日
本
自
然
保
護
協
会
、
全
国
自
然

保
護
連
合
、
南
ア
ル
プ
ス
，
同
然
保
護
迎
合
、
長
野

県
自
然
保
護
連
盟
の
共
催
で
南
ア

・
ス
ー
パ
ー
林

道
の
現
地
視
察
会
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
梅
雨

末
期
の
集
中
豪
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱
心
な
会

員
約
四
十
名
の
参
加
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
村

芳
男
全
国
自
然
保
護
連
合
理
事
長
と
、
七
月
二
十

七
・

二
十
八
日
の
現
地
視
察
に
ご
都
合
に
よ
り
参

加
で
き
な
い
吉
阪
隆
正
早
大
教
授
の
両
自
然
環
境

保
全
審
議
会
委
員
が
参
加
さ
れ
た
。

口
現
地
調
査
の
報
告

日
程
は
、
十
二
日
午
前
九
時
三
十
分
に
甲
府
駅

に
集
合
し
、
パ
ス
で
山
梨
県
側
の
起
点
で
あ
る
芦

安
を
経
て
広
河
原
へ
行
き
、
ス
ー
パ
ー
林
道
を
歩

い
て
、
北
沢
峠
に
宿
泊
し
、
翌
十
三
日
に
、
北
沢

峠
か
ら
長
野
県
側
の
起
点
で
あ
る
戸

台

ま

で

歩

き
、
戸
ム
ロ
か
ら
伊
那
市
へ
出
て
解
散
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
た
。

し
か
し
、

豪
雨
の
た
め
に
、
ス
ー
パ
ー
林
道
の

土
砂
が
崩
壊
し
て
、
芦
安
以
奥
が
交
通
止
め
と
な

っ
て
い
た
た
め
、

計
画
は、

大
幅
に
変
更
せ
ざ
る

を
得
な
か

っ
た
。
甲
府
駅
前
の
山
梨
交
通
で
パ
ス

の
運
行
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
今
年
に
な

っ
て

か
ら
の
広
河
原
ま
で
の
運
行
は
わ
ず
か
に
七
日
だ

け
で
あ
り
、
こ
の
道
が
い
か
に
危
険
に
満
ち
た
も

の
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

(
後
述
)
。

予
定
を
変
更
し
て
、
飯
田
線
伊
那
北
駅
か
ら
戸

ム
口
に
入
る
こ
と
と
し
た
。
伊
那
北
に
は
午
後

一
時

す
ぎ
に
到
着
し
た
。
国
鉄
パ
ス
高
速
線
で
臨
時
パ

ス
を
増
発
し
て
も
ら
い
、
ド
シ
ャ
降
り
の
豪
雨
の

中
を
戸
台
に
向

っ
た
。
こ
の

パ
ス
路
線
も
、
土
砂

崩
壊
の
た
め
、
前
日
ま
で
三
日
間
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
た
も
の
で
あ
る

(
後
述
)
。

戸
台
の
ス
ー
パ
ー
林
道
新
設
区
間
の
入
口
に
、

三
時
前
に
到
着
し
、
こ
こ
か
ら
尾
勝
谷
の
大
崩
壊

を
調
査
し
た
。
パ
ス
を
降
り
る
と
眼
前
に
広
が
る

大
規
模
な
崩
壊
に

一
同
日
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
戸
台
川
や
尾
勝
谷
に
は
、
か
つ
て

の
清
流

は
見
ら
れ
ず
、
土
砂
を
含
ん
だ
水
は
茶
色
く
濁

っ

て
お
り
、
特
に
尾
勝
谷
か
ら
の
流
れ
は
、
崩
壊
地

が
現
在
も
大
量
の
土
砂
を
下
流
に
押
し
流
し
て
い

る
こ
と
を
は

っ
き
り
と
物
語
る
よ
う
に
褐
色
の
濁

流
と
な

っ
て
い
た
。

ス
ー
パ

ー
林
道
の
尾
勝
谷
の
崩
壊
地
の
区
間
は

路
面
に
も
泥
流
が
あ
ふ
れ
、
調
査
は
田
ん
ぼ
の
よ

う
に
な

っ
た
泥
水
の
中
で
行
わ
れ
た
。
崩
壊
し
た

斜
面
の
状
態
や
、
損
嬢
し
た
治
山
堰
堤
な
ど
を
詳

し
く
見
て
ま
わ
り、

写
真
や

ス
ケ

ッ
チ
の
記
録
に

と
ど
め
て
き
た
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
林
道
の
地
す

ベ
り
対
策
工
事
も
視
察
し
た
。
尾
勝
谷
の
地
帯
に

は
、
林
道
を
建
設
し
た
た
め
に
生
じ
た
崩
壊
地
に

対
し
て
、

長
野
県
の
事
業
と
し
て
治
山
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
道
路
建
設
に
よ
る
損
失
、
特
に
開
発
公
団
の

事
業
に
関
連
し
て
、

県
の
工
事
を
行
う
こ
と
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
た
(
後
述
)
。

調
査
は
、
雨
の
中
を
日
没
近
く
ま
で
行
い、

戸

台
の
山
荘
橋
本
屋
に
向

っ
た
。

宿
舎
で
は
、
夕
食
後
会
合
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず

南
ア
ル
プ
ス
自
然
保
護
連
合
の
青
木
正
博
会
長
か

ら
、
挨
拶
と
ス
ー
パ
ー
林
道
建
設
に
反
対
し
て
き

た
理
由
お
よ
び
反
対
運
動
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
。
次
に
、
南
ア
ル
プ
ス
自
然
保

護
連
合
事
務
局
の
信
州
大
学
伊
藤
精
陪
講
師
が
撮

影
し
た
ス
ラ
イ
ド
で
、
南
ア
ル
プ
ス
の
原
生
地
域

の
自
然
の
美
し
さ
と
、
林
道
建
設
に
よ
る
破
壊
の

実
態
が
示
さ
れ
た
。
雨
で
予
定
を
変
更
し
、
山
梨

県
側
と
北
沢
峠
周
辺
が
視
察
で
き
な
く
な
っ

た
た

め
に
、
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
を
行

っ
た

も

の

で

あ

λ
え
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こ
の
あ
と
、
ス
ー
パ
ー
林
道
建
設
の
問
題
点
に

つ
い
て
夜
遅
く
ま
で
討
論
が
行
わ
れ
、
最
後
に
声

明
が
読
み
あ
げ
ら
れ
た
。

十
三
日
は
、
午
前
五
時
三
十
分
起
床
、
七
時
に

出
発
し
た
。
前
日
の
尾
勝
谷
の
上
部
か
ら
、
北
沢

峠
に
向
っ
て
林
道
を
歩
い
て
視
察
し
た
。
天
気
は

時
お
り
激
し
い
雨
が
降
る
悪
天
候
で
あ
っ
た
が
、

で
き
る
限
り
見
て
行
こ
う
と
い
う
一
同
の
希
望
で

進
ん
だ
。
特
に
、
審
議
会
委
員
の
吉
阪
隆
正
先
生

は
ご
健
脚
の
う
え
に
強
い
ご
熱
意
で
、
終
始
先
頭

を
歩
か
れ
て
視
察
さ
れ
て
い
た
。

戸
台
の
入
口
か
ら
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間

は
、
私
有
林
と
官
行
造
林
地
で
あ
り
、
植
林
が
行

わ
れ
て
い
る
た
め
、
原
生
林
の
破
壊
と
は
い
え
な

い
。
こ
の
区
間
で
は
、
林
道
は
山
の
斜
面
の
中
腹

に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
切
土
法
面
と
盛
土
法
面
の

土
留
め
の
た
め
に
部
分
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁

や
ブ
ロ

ッ
ク
積
工
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

工
事
箇
所
で
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
亀
裂
が
入

っ
て

お
り
地
盤
が
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。

三
ツ
石
山
の
付
近
で
、
国
有
林
に
入
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
原
生
林
の
破
壊
は
目
を
被
う
よ
う
な
惨
状

で
あ

っ
た
。
特
に
白
岩
の
上
方
の
石
灰
岩
の
地
併

で
は
谷
氏
一
へ
の
土
砂
の
拾
土
と
そ
れ
に
と
も
な

っ

て
発
生
し
た
刷
版
の
た
め
に、

戸
合
川
ま
で
の
数

百
メ
ー
ト
ル
も
の
幅
で
破
域
が
行
わ
れ
て
い
る
の

が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
先
は
、
道
路

の
下
側

(
谷
側
)
の
森
林
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ

て
枯
托
し
、
斜
耐
は
至
る
と
こ
ろ
で
崩
壊
し
て
い

た
。
ま
た
、
路
耐
に
は
、
道
路
の
上
側

(
山
側
〉

か
ら
の
砂
燥
の
崩
落
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
直
径

一
メ
ー
ト
ル
も
の
転
石
が
林
道
の
中
央
に
落
ち
て

い
る
状
態
も
認
め
ら
れ
た
。

調
査
は
歌
宿
沢
の
手
前
ま
で
と
し
て
、
十
一
時

近
く
に
昼
食
を
と
り
、
ふ
た
た
び
も
と
の
道
を
引

き
返
し
た
。
午
後
二
時
戸
台
の
林
道
入
口
で
二
日

間
の
視
・
祭
会
は
散
会
さ
れ
た
。
一

行

は

こ

の

あ

と
、
パ
ス
で
国
鉄
伊
那
市
駅
に
行
き
、
帰
路
に
つ

い
た現
地
調
査
の
概
要
は
、
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
の
結
果
を
含
め
て
、
あ
ら
た
め
て
、

南
ア
・
ス
ー
パ
ー
林
道
建
設
の
問
題
点
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
は
じ
め
に
、
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園

と
ス
ー
パ
ー
林
道
の
概
裂
に
つ
い
て
の
ベ

、

次

に
、
建
設
に
反
対
し
て
き
た
山
由
に
つ
い
て
の
ベ

た
し
。
す
で
に
自
然
保
護

一
五
六
号
で
、
小
林
静
子
さ

ん
か
ら
、
山
村
住
民
と
し
て
の
反
対
の
意
見
が
の

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
森
林
開
発
公
団

に
よ
る
、
ス
ー
パ

ー
林
道
計
画
の
誤

り

に

つ

い

て
、
い
く
つ
か
の
制
点
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
と
す

る。口
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
と

ス
ー
パ
ー
林
道

向
ア
ル
プ
ス
は
奥
深
い
山
で
あ
り
、
昔
か
ら
ほ

と
ん
ど
人
手
が
加
え
ら
れ
ず
に
残
さ
れ
て
き
た
。

地
形
的
に
は
構
造
山
地
で
あ
る
た
め
に
、
裾
が

広
く
、
中
腹
に
は
広
大
な
即
高
山
の
原
生
林
が
広

が
っ
て
い
る
。
こ
の
わ
が
国
を
代
表
す
る
自
然
景

観
を
保
護
す
る
目
的
で
、
昭
和
三
十
九
年
に
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
卦
制
の
特
徴
は
、
そ
の
開

始
性
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
仙
丈

岳
、
北
岳
を
中
心
と
し
た
北
部
地
域
は
、
わ
が
国

に
残
さ
れ
た
最
大
の
原
生
林
地
域
の
一
つ
で
あ

り
、
そ
の
保
護
の
必
要
性
は
、
日
本
学
術
会
議
や

日
本
生
態
学
会
の
声
明
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
の
保
護
計
画
は
、
全
面

積
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
特
別
保
護
地
区
と
第
一

種
特
別
地
域
に
し
て
、
山
稜
部
や
原
生
林
の
保
護

を
目
ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
計
画
で
は
、
登

山
利
用
を
主
体
に
考
え
て
お
り
、
山
脈
を
横
切
る

制
光
道
路
な
ど
は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。

ス
ー
パ
ー
林
道
は
、
森
林
開
発
公
団
が
建
設
す

る
車
道
で
あ
る
。
森
林
開
発
公
団
は
、
戦
後
の
木

材
需
要
の
急
増
に
対
処
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
人

手
の
入
っ
て
い
な
か

っ
た
奥
地
林
を
開
発
す
る
目

的
で
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
唯
一
の
方
途
と
し
て
、

林
道
網
の
拡
充
が
急
務
と
考
え
ら

れ
た
。

公

団

は
、
昭
和
三
十

一
年
に
発
足
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
急
捕
す
る
木
材
の
需
要
に
こ
た
え
る

た
め
に
、
よ
り
積
極
的
に
林
道
を
開
設
し
、
未
開

発
森
林
資
源
を
利
用
す
る
と
い
う
理
由
で
、
昭
和

四
十
年
五
月
、
森
林
開
発
公
団
法
を
改
正
し
て
、

特
定
森
林
地
域
開
発
林
道

(
ス
ー
パ
ー
林
道
)
事

業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
同
時
に
、
こ
の
林
道
に

は
、
地
域
産
業
振
興
の
制
点
を
織
り
込
ん
だ
、
拠

地
山
村
地
域
に
お
け
る
交
通
路
の
機
能
も
考
え
ら

れ
て
い
る
。

法
律
改
正
の
際
に
、
附
和
凶
十
年
三
月
、
衆
議

院
炭
林
水
説
委
員
会
の
川
市
決
議
と
し
て
、
「
公

印
林
道
の
維
持
管
理
に
要
す
る
貸
別
に
つ
い
て

は
、
有
料
道
路
と
し
て
森
林
開
発
公
団
が
徴
収
す

る
方
法
に
よ
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
等
を
中
心
に

述
、日
管
叫
す
る
方
法
に
よ
る
こ
と
」
と
付
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
布
料
道
路
化
の
山
地
で
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
林
道
建
設
に
よ
る
原
生
自
然
環
境
の

破
壊
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
ほ
か
に
も
白
山、

奥
志

賀
な
ど
全
国
各
地
で
み
ら
れ
る
。
森
林
を
大
切
に

し
な
い
林
道
開
発
は
、
森
林
開
発
公
団
と
い
う
組

織
の
性
格
か
ら
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
森

林
開
発
公
団
の
性
格
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
事
業
を
施
行
す
る
だ

け
の
公
団
で
あ
り
、
計
画
の
頭
脳
を
持
た
な
い
現

場
の
技
術
者
集
団
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
v

」と

で
あ
る
。
現
場
で
林
道
の
建
設
に
た
ず
さ
わ
る
人

た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
人
々
の
生
活
の
中

で
、
道
路
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

か
を
考
え
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
現
場
の
技
術
者
が
、
林
道
の
計
画
を
す
る

の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
森
林
開
発
公
団

は
、
林
野
庁
の
手
足
で
は
あ
る
が
、
計
画
す
る
頭

脳
の
部
分
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
公
団
の
事
業

は
、
農
林
大
臣
の
定
め
る
基
本
計
幽
に
も
と
ε

つ
い

て
行
わ
れ
、
工
事
の
実
施
計
画
も
農
林
大
臣
の
許

可
を
受
け
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

反
対
運
動
で
ぶ
つ
か
る
公
団
の
現
場
の
職
員

は
、
ス
ー
パ
ー
林
道
が
お
か
し
な
計
画
で
あ
る
こ

と
を
し
ば
し
ば
認
め
る
発
言
を
す
る
。
し
か
し
、

彼
ら
は
決
め
ら
れ
た
v

」
と
を
行
う
だ
け
で
あ
り
、

公
団
は
数
多
く
の
反
対
の
戸
に

-
言
の
反
論
も
弁

明
も
し
て
い
な
い
。

・
さ
ら
に
、
ス
ー
パ
ー
林
道
の
も
う

一
つ
の
問
題

は
、
建
設
後
に
、
公
団
が
維
持
管
国
を
行
わ
ず
、

地
方
自
治
体
に
押
し

つ
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
後

の
維
持
管
理
を
考
え
な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

組
維
な
工
事
も
ま
か
り
通

っ
て
し
ま
う
体
質
が
で

き
あ
が
る
。
責
任
を
も

っ
て
道
路
を
計
画
し
、
後

の
維
持
管
理
ま
で
考
え
る
と
い
う
し
く
み
に
は
な
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撮影 ・池田明子

"，.， 

写Z

崩壊止めをしたところがまた崩壊。

甲府駅に集合の参加者。パス不通の

ため次の行動を相談中。

尾勝谷の大崩壊。あまりのひどさに

怒りが・・・・・・。

撮影 ・亀山

砂右上

砂右下

砂左上

っ
て
い
な
い
。

南
ア

・
ス
ー
パ
ー
林
道
は
、
昭
和
四
十
二
年
十

月
、
農
林
大
臣
か
ら
提
示
さ
れ
た
基
本
計
画
に
も

と
..
 
つ
い
て
、
同
年
十
二
月
、
農
林
大
臣
か
ら
実
施

計
画
の
許
可
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
林
道
は
、
山
梨
県
芦
安
村
芦
倉
と
長
野
県

長
谷
村
美
和
と
を
結
ぶ
延
長
約
五
七
キ

ロ
の
道
路

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
山
梨
県
側
の
芦
倉
1

広
河

原
間
二
四
キ
ロ
は
山
梨
県
有
林
道
(
野
呂

川

林

道
〉
で
、
長
野
県
側
の
戸
台
|
美
和
問
六
キ

ロ
は

国
有
林
専
用
林
道
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
区
間
は
既

設
林
道
を
ス
ー
パ
ー
林
道
事
業
と
し
て
改
良
し
た

部
分
で
あ
り
、
す
で
に
路
線
パ
ス
な
ど
に
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。
広
河
原
l
戸
台
間
二
七
キ

ロ
が
新

設
区
間
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
両
県
境
の
北
沢
峠
の

一
・
六
キ

ロ
の
未
施
工
部
分
を
残
し
て
、
工
事
は

す
す
め
ら
れ
て
き
て
い
る
(
図
参
問
。
。

事
業
費
は
当
初
の
計
画
で
は
、
-
九
億
五
千
万

円
で
、
こ
の
う
ち
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
補
助

金
、
一
七

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
都
道
府
県
負
担

金
、

一
五

・
八
パ
ー
セ

ン
ト
が
受
益
者
賦
課
金
と

い
う
負
担
区
分
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ず
さ

ん
な
工
事
の
た
め
に
追
加
さ
れ
た
補
修
費
を
加
え

昭
和
四
十
九
年
に
は
、
事
業
費
は
二
六
億
七
千
万

円
に
も
な
っ
て
い
る
。

全
線
五
七
キ
ロ

の
う
ち
、
国
立
公
園
内
の
二
九

キ
ロ
に
つ
い
て
、
森
林
開
発
公
団
と
厚
生
省
国
立

公
園
部
と
の
協
議
が
行
わ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
十

二
月
九
日
、
国
立
公
園
部
長
の
留
意
事
項
つ
き
の

回
答
が
得
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
条
件
っ
き
許

可
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
の
留
意
事
項

は
、
支
障
木
の
伐
採
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
、
法

面
を
緑
化
す
る
こ
と
、
残
土
処
理
を
行
う
こ
と
な

ど
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
ん
寸
ら
れ
る
こ

と
な
く
施
工
さ
れ
て
き
た
。

口
南
ア
ル
プ

ス
・
ス
ー
パ
ー
林
道

計
画
の
問
題
点

'
」
こ
ま
で
の
計
幽
の
過
程
を
ふ
り
か
え
る
と
、

次
の
よ
う
な
同
組
が
あ
る
。

第
一
は
、
国
立
公
聞
と
拠
地
林
開
発
と
の
関
係

で
あ
る
。
十
附
ア
林
道
の
五
七
キ
ロ

の
う
ち
二
九
キ

ロ
の
国
立
公
園
の
区
間
は
、
ほ
と
ん
ど
が
原
生
林

で
あ
り
国
立
公
闘
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
特
別
地
域
は
景
制
の
優
秀
な
地
域
、
自
然
状

態
を
保
持
す
る
地
域
に
対
し
て
指
定
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
森
林
開
発
公
団
の
計
画
で
は
、
約
二
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
森
林
が
開
発
の
対
象
と
さ
れ
て
い

る
。
森
林
に
対
す
る
考
え
方
が
根
本
的
に
異
な

っ

て
い
る
。
ま
た
、
道
路
に
つ
い
て
の
考
え
方
で

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
国
立
公
園
は
歩
行
者
の
利

用
に
重
点
を
置
き
、
車
道
の
利
用
に
つ
い
て
は
考

え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
ス
ー
パ

ー
林

道
は
林
業
目
的
以
外
に
も
使
え
る
産
業
振
興
道
路

で
あ
り
、
有
料
道
路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光

道
路
化
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
見
と
お
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
考
え
方
は
棋
本
的
に
異
な

っ
て

い
る
。

計
画
当
初
の
こ
の
よ
う
な
対
立
の
是
否
を
、
現

在
の
考
え
方
で
判
断
す
る
こ
と
は
誤
り
を
招
く
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
十
年
間
に
、

国
土
の
自
然
が
著
し
く
破
壊
さ
れ
、
自
然
環
境
の

保
全
が
強
く
叫
ば
れ
、
経
済
優
先
の
開
発
か
ら
、

生
活
環
境
の
保
全
へ
と
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
変
化
の
中
で
、
計
画
の
あ
り
方
が
再
検
討

さ
れ
な
か

っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
こ
と
は
誤
り
と
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し
て
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
再
検
討
す
べ
き

頭
脳
を
持
た
な
い
の
が
公
団
で
あ
っ
た
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
が
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
南
ア
ル
プ
ス
北
部
の
こ
の
地
域
に

お
い
て
、
森
林
の
開
発
は
ど
の
程
度
に
可
能
で
あ

ろ
う
か
。
奥
地
林
開
発
の
問
題
は
、
戦
後
の
林
学

関
係
者
の
主
要
な
研
究
テ

1
7
の
一
つ
で
あ
り
、

昭
和
四
十
年
以
前
に
も
ブ
ナ
林
や
亜
高
山
帯
林
の

森
林
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
が
数
多

く
み
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
長
野
県
下
で
の
次
の

よ
う
な
研
究
報
告
が
あ
る
。

「
亜
高
山
市
の
森
林
は
・
・
・
・
・・ゆ
と
り
の
少
な
い

物
質
循
環
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
シ
ラ
べ
な
ど
の

天
然
更
新
に
つ

い
て
も
ま
た
配
慮
が
必
要
で
あ

る
。
:
:
:
物
質
循
環
上
か
ら
み
て
林
地
生
産
力
の

低
下
を
き
た
し
や
す
い
亜
高
山
帯
の
森
林
に
対
し

て
は
、
落
葉
、
落
枝
の
流
失
の
お
そ
れ
が
多
い
大

面
積
の
皆
伐
:
:
:
な
ど
の
取
扱
い
は
き
わ
め
て
危

険
で
あ
る
と
い
え
よ
う
(
浅
田
・
赤
井
)
。
」
奥
地

林
開
発
が
皆
伐
以
外
の
方
法
を
と

っ
て
い
る
例
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
南
部

で
は
、
皆
伐
の
結
果
、
林
地
が
著
し
く
荒
廃
し
て

い
る
例
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
長
谷
村
を
対
象
と
し
た
研

究
で
も
、
生
産
林
と
し
て
の
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林

化
は
平
均
的
に
み
る
と

一
、
五

O
OI
て

七

0

0
メ
ー
ト
ル
が
限
界
で
あ
り
、
二
、

0
0
0メ
ー

ト
ル
を
こ
え
る
と
自
然
的
再
生
産
力
が
乏
し
く
、

一
日
一
森
林
を
破
壊
す
る
と
回
復
が
不
可
能
な
環
境

で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
(
菅
原
一
九
七
二
)
。

南
ア
林
道
の
周
辺
で
人
工
林
化
が
可
能
な
と
こ
ろ

は
す
で
に
植
林
が
な
さ
れ
て
お
り
、
林
業
と
し
て

の
新
た
な
開
発
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
。

第
二
は
、
こ
の
林
道
が
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
た
地
域
の
問
題
で
あ
る
。
二
十
億
円
と
い
う
金

額
は
、
イ
ン
フ
レ
の
現
在
で
は
大
し
た
金
額
と
も

忠
わ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
十
年
前
の

状
態
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
南
ア
林

道
の
約
半
分
が
通
過
す
る
長
野
県
長
谷
村
の
、
昭

和
四
十

一
年
度
の
歳
入
決
算
額
は

一
億
六
千
万
円

足
ら
ず
で
あ
る
。
二
十
億
円
の
半
分
に
近
い
金
が

数
年
の
う
ち
に
村
に
落
ち
る
と
す
れ
ば
、
南
ア
林

道
は
ま
さ
に
巨
大
開
発
で
あ
る
。
し
か
も
林
道
の

村
費
負
担
分
は

一
千
万
円
に
も
満
た
な
い
傾
で
あ

り
、
開
発
の
対
象
と
さ
れ
る
国
有
林
は
、
部
落
か

ら
遠
く
離
れ
た
山
の
奥
で
あ
る
。
直
接
的
な
利
便

を
受
け
る
住
民
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
ダ
ム
の
水

没
の
よ
う
な
直
接
的
な
損
失
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

つ
ま
り
村
と
し
て
は
反
対
す
べ
き
理
由
が
ほ
と
ん

ど
見
当
ら
な
い
巨
大
開
発
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同

時
に
村
と
し
て
の
開
発
の
具
体
的
な
展
望
を
描
く

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
開
発
で
も
あ

っ

た
。
こ
の
林
道
の
計
画
は
、
あ
く
ま
で
も
国
有
林

と
山
梨
県
有
林
の
開
発
が
目
的
で
あ
り
、
地
元
の

村
は
計
画
主
体
と
し
て
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
は
な

か
っ

た
。
そ
の

こ
と
は
、
現
在
も
変
わ

っ
て
い
な

い
。
計
画
の
責
任
は
、
計
画
主
体
が
に
な
う
べ
き

も
の
で
あ
り
、
地
元
の
悲
願
、
な
ど
と
い
う
あ
い

ま
い
な
言
葉
に
よ
っ
て
責
任
の
所
在
を
不
明
確
に

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

南
ア
林
道
の
工
事
は
、
深
い
山
奥
で
、
谷
底
へ

土
砂
を
切
り
崩
し
な
が
ら
、
人
知
れ
ず
す
す
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
谷
底
へ
切
り
崩
し
た
土
砂
の
た
め

に
、
森
林
の
荒
廃
も
ま
た
著
し
か
っ
た
が
、
い
か

に
多
く
の
森
林
資
源
が
失
な
わ
れ
て
い

っ
た
か
を

最
も
良
く
知
っ
て
い
た
の
は
公
団
の
職
員
で
あ

っ

た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
に
と

っ
て
、
そ
れ
は
、
ど
う

で
も
良
い
こ
と
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
そ
れ
が
適
正
な
計
画
で
あ
る
か
否
か
を
考
え

る
こ
と
を
回
避
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

口
南
ア
ル
プ
ス
・
ス
ー
パ
ー
林
道

反
対
の
運
動
と
そ
の
理
由

南
ア

・
ス
ー
パ
ー
林
道
の
建
設
工
事
が
す
す
め

ら
れ
て
い
た
昭
和
四
十
五
年
四
月
、
長
野
営
林
局

は
、
長
谷
村
の
戸
台
川
流
域
(
つ
ま
り
南
ア
林
道

の
建
設
さ
れ
る
周
辺
地
域
)
を
、
自
然
休
養
林
と

す
る
た
め
の
候
補
地
の
調
査
を
、
信
州
大
学
に
委

託
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
ー
パ
ー
林
道
の
山
岳
観
光

道
路
化
と
深
く
結
び
つ
く
計
画
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。

現
地
で
の
調
査
が
す
す
め
ら
れ
る
の
に
つ
れ

て
、
こ
の
林
道
に
よ
る
自
然
環
境
の
破
壊
が
著
し

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
新
聞
報

道
な
ど
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た。

調
査
を
行
っ
た
信
州
大
学
農
学
部
伊
藤
精
曙
講

師
ら
を
中
心
と
し
て
、
南
ア
林
道
建
設
に
反
対
す

る
声
が
あ
げ
ら
れ
た
。
反
対
運
動
の
そ
の
後
の
経

緯
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
伊
藤
講

師
は
、
南
ア
林
道
に
反
対
す
る
理
由
の

一
つ
に
、

通
過
す
る
の
に
は

っ
き
り
と
し
た
理
由
が
あ
げ
ら

れ
な
い
こ
と
を
第
一
に
あ
げ
つ
つ
、
森
林
開
発
公

団
の
作
成
し
た
林
道
概
要
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
事

業
の

三
つ
の
効
果
に
、
次
の
よ
う
な
反
論
を
加
え

て
い
る
。

ま
ず
第

一
は
、
森
林
資
源
の
開
発
の
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
は
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
ど
の
よ
う
に

詐
制
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
す
で
に
の

/ ー、

lこド芦

(夜
叉
神
峠
)
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;
!
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trL
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ベ
て
き
た
よ
う
な
原
生
林
と
し
て
の
価
値
は
高
く

評
価
さ
れ
る
た
め
、
保
護
の
必
要
性
が
強
制
さ
れ

て
い
る
。
同
時
に
、
前
に

の
ベ
た
理
由
か
ら
、
こ

の
地
域
で
は
、
経
済
的
に
ひ
き
あ
う
林
業
は
無
理

で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

第
二
は
、
流
通
路
と
し
て
の
問
題
で
あ
る
。
開

発
公
団
が
出
し
て
い
る
林
道
概
要
で
は
、
甲
府
伊

那
谷
聞
が
、
諏
訪
ル
ー
ト
に
比
較
し
て
八
十
キ

ロ

の
距
離
の
短
縮
に
な
る
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
は
芦
安
か
ら
戸
台
ま
で
の
距
離
の
短
縮

で
あ
り
、
芦
安
上
戸
台
間
を
結
ぶ
必
然
性
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
た
め
無
意
味
な
比
較
で
あ
る
。

し
か
も
冬
期
と
雨
期
の
利
用
が
不
可
能
で
あ
る
た

め
、
生
活
道
路
、
産
業
道
路
と
し
て
の
役
割
は
果

た
せ
な
い
。

第
三
は
、
観
光
客
の
増
大
と
い
う
、
制
光
開
発

の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
と
い

っ
た
産
業
の
な
い
行

さ
つ
ま
り
を
感
じ
て
い
る
山
村
の
人
々
に
と
っ

て
、
観
光
開
発
を
現
状
打
開
の
方
法
と
考
え
る
の

は
無
理
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
が
、
期
待
通
り
の
も

の
に
な
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
閤
難
が
あ

る
。
ま
ず
、
道
路
が
観
光
道
路
と
し
て
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
崩
州
械
を
く
り
返
し
て

い
る
南
ア
林
道
の
現
状
か
ら
考
え
る
と
、
莫
大
な

維
持
費
が
必
要
で
あ
り
、
地
元
は
負
担
に
耐
え
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
制
光
施
設
の
建
設
に
は
、
資
金

が
必
要
で
あ
る
が
、
外
部
か
ら
の
資
本
の
進
出
に

よ
っ
て
利
益
が
地
元
に
残
ら
な
い
と
い
う
心
配
が

あ
る
。
さ
ら
に
は
土
地
所
有
が
国
有
林
や
県
有
林

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
地
元

に
よ
る
観
光
開
発
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
結
論

づ
け
て
い
る
。

南
ア
林
道
は
、
昭
和
四
十
六
年
七

H
、
大
石
川
吋

、../

境
庁
長
官
の
発
言
に
よ

っ
て
、
工
事
の

一
時
中
止

が
求
め
ら
れ
、
公
団
側
も
制
査
の
不
備
を
認
め

て
、
二
年
間
の
訓
査
期
間
を
お
く
こ
と
と
な

っ

た
。調
査
の
不
備
と
い
う
点
で
、
も

っ
と
も
は
な
は

だ
し
い
の
は
地
質
制
査
で
あ
る
。
南
ア
ル
プ
ス
の

こ
の
地
域
は
南
北
に
走
る
多
く
の
構
造
線
に
は
さ

ま
れ
た
制
長
い
地
質
の
貯
を
形
成
し
て
お
り
、
林

道
は
、
こ
の
叩
を
棋
切

っ
て
東
西
に
走

っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
数
多
く
の
断
層
を
杭
切

っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
、
破
砕
さ
れ
た
部
分
で
は
地
す
ベ
り

性
の
崩
峨
が
生
じ
る
。
戸
台
の
新
設
区
間
の
入
口

付
近
の
、
い
わ
ゆ
る
尾
勝
谷
の
大
崩
壊
地
は
、
こ

の
よ
う
な
地
す
ベ
り
性
の
崩
域
で
あ
る
。
昭
和
四

十
八
年
の
豪
雨
で
は
、
完
成
さ
れ
て
い
た
道
路

が
、
あ
と
か
た
も
な
く
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

曜
棋
が
、
和
み
木
制
工
の
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
に
と

び
散

っ
て
い
た
。

こ
の
他
に
も
崩
壊
地
は
林
道
ぞ
い
に
数
多
く
あ

ら
わ
れ
て
お
り
、
歌
宿
沢
、
平
右
術
門
谷
、
政
沢

な
ど
の
周
辺
で
も
大
き
な
崩
壊
地
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
白
岩
の
上
方
の
石
灰
岩
の
地
域
で
は
、
も

と
も
と
土
壌
が
浅
く
植
生
が
貧
弱
で
あ

っ
た
た

め
、
道
路
建
設
の
拶
響
を
強
く
受
け
て
、
林
道
か

ら
戸
台
川
ま
で
数
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
岩
盤

が
露
出
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
引
に
、
林
道
を
建
設
す
る
場
合

に
、
最
初
に
基
礎
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
基
本
的
な
誤
り
で
あ
る
。

道
路
の
崩
壊
は
、
お
そ
ら
く
、
今
後
長
い
間
つ

づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
た
め
に
道
路
の
維

持
貨
は
拡
大
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
有
料
道

路
と
し
て
、
独
立
採
算
的
に
維
持
し
よ
う
と
す
る

fii 休Im~t公|付事業災地
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場
合
、
維
持
管
理
を
引
き
受
け
ら
れ
る
団
体
は
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一

例
と
し
て
、
昭
和
四
十
七

年
に
開
通
し
た
ス
ー
パ
ー
林
道
奈
川

l
安
曇
線
を

み
て
み
よ
う
。
こ
の
道
路
は
、
公
団
に
よ

っ
て

一

七
億
円
の
建
設
費
で
建
設
さ
れ
た
後
、
長
野
県
造

林
公
社
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
料
金
収
入
に
対
し
て
、
改
良
、
補
修
費
は
大

幅
に
上
ま
わ

っ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
の
財
政
に

悪
影
響
を
与
え
る
は
ず
で
あ
る
。

土
砂
崩
壊
と
林
道
の
維
持
管
理
の
問
題
を
考
え

る
た
め
に
、
今
回
の
調
査
で
は
、
南
ア
林
道
の
改

良
区
間
の
利
用
状
況
を
調
べ
て
み
た
。
山
梨
県
側

の
芦
倉
|
広
河
原
聞
は
、
山
梨
交
通
の
パ
ス
路
線

と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
区
間
は
残
雪
と
崩
土
の
た

め
、
毎
年
六
月
に
な
ら
な
い
と
全
通
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
開
通
し
て
も
崩
壊
の
た
め
に
通
行

止
め
に
な
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
昭
和
五

十
年
は
、
六
月
開
通
の
予
定
が
、
大
規
模
な
崩
壊

の
た
め
に
一
カ
月
延
期
さ
れ
、
さ
ら
に
七
月
以
降

も
五
日
開
通
行
止
め
に
な
り
、
七
月
十
二
日
ま
で

に
広
河
原
に
た
ど
り
つ
け
た
の
は
、
わ
ず
か
に
七

日
間
で
あ
る
。
生
活
道
路
で
も
な
け
れ
ば
、
観
光

道
路
で
も
な
い
。
一
体
こ
れ
は
道
路
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
自
動
車
が
安
全
に
走
る
こ
と
の
で
き
る
道

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

長
野
県
側
で
は
、
戸
台
ま
で
の
区
聞
が
国
鉄
パ

ス
の
路
線
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
路
線
は
通
年
営

業
さ
れ
て
い
る
が
、
崩
壊
や
道
路
工
事
の
た
め
昭

和
四
十
九
年
度
に
は
二
十
一
日
間
運
休
し
て
い

る
。
特
に
、
六
、
七
月
で
十
二
日
間
の
運
休
が
あ

っ
た
。
新
設
区
間
は
、
改
良
区
間
に
比
較
し
て
、
地
形

・
地
質
的
に
、
よ
り
不
安
定
で
あ
り
、
し
か
も
北

斜
面
の
山
岳
地
滑
に
な
る
。
改
良
区
間
の
例
か
ら

考
え
る
と
、
も
は
や

一
般
車
の
通
行
で
き
る
道
路

と
は
言
え
ま
い
。
ま
し
て
や
、
森
林
開
発
公
団
の

い
う
、
伊
那
地
方
と
甲
府
地
方
と
の
経
済
的
な
結

び
つ
き
を
深
め
る
と
か
、
甲
府
と
伊
那
の
相
互
の

木
材
市
場
を
選
択
で
き
る
と
か
い
う
議
論
は
、
そ

れ
が
二
O
J
三
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
の

(時

間
の
で
は
な
く
)
短
縮
と
い
う
単
純
な
発
想
か
ら

出
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
議
論

に
値
し
な
い
恥
ず
べ
き
言
い
分
で
あ
る
。

一
般
車
の
通
行
で
き
な
い
道
路
の
、
存
在
意
義

に
つ
い
て
、
と
問
い
か
け
た
な
ら
ば
、
待

っ
て
い

た
よ
う
に
答
が
返

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
山
を
管

理
す
る
林
道
と
い
う
答
で
あ
る
。

昨
年
の
毛
利
環
境
庁
長
官
の
視
察
の
際
に
も
、

公
団
の
担
当
者
は
く
り
返
し
説
明
し
て
い
た
。
今

年
の
五
月
二
十
五
日
、
日
光
で
行
わ
れ
た
第
五
回

全
国
自
然
保
護
大
会
に
お
い
て
も
、

小
沢
環
境
庁

長
官
が
回
答
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
こ
そ
が
、
誤
り
に
満
ち
た
議
論
の
典
型
で
あ

る
。そ
れ
は
、
例
え
ば
治
山
林
道
と
い
う
考
え
方
で

あ
り
、
老
令
過
熟
林
の
管
理
の
た
め
の
林
道
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

ろ
ん
ぱ
〈

論
駁
の
容
易
な
後
者
の
方
か
ら
は
じ
め
る
と
し

よ
う
。
小
沢
長
官
は
、
道
路
に
は
山
を
管
理
す
る

の
に
必
要
な
面
も
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
、
林

業
関
係
者
の
一

部
に
は
、
原
生
林
の
よ
う
な
放
置

さ
れ
た
森
林
は
、
樹
木
が
老
令
化、

過
熟
化
し
、

風
倒
木
が
生
じ
て
病
虫
害
の
発
生
が
み
ら
れ
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
森
林
に
は
管
理
が
必
要
で
あ

る
、
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

管
理
の
必
要
が
あ
る
山
は
、
植
林
さ
れ
た
山
で

あ
り
、
原
生
林
は
放
置
さ
れ
て
い
る
た
め
に
原
生

状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
老
令
化
し

て
倒
れ
た
樹
木
は
若
い
樹
木
と
交
代
す
る
、
そ
れ

が
自
然
の
生
態
系
の
し
く
み
で
あ
り
、
そ
の
し
く

み
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
、
病
虫
害
の
大
量
発

生
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
原
生
林
内
に
管

理
の
た
め
の
車
道
を
設
け
る
と
い
う
発
想
は
成
り

立
ち
得
な
い
。

も
う

一
つ
の
治
山
林
道
と
い
う
考
え
方
は
、
疑

問
が
多
い
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
地
域
に
林
道
が
建

設
さ
れ
る
以
前
に
は
、
ど
の
程
度
の
治
山
事
業
の

必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
皆
無
と
は
吾一守
え
な

い
が
、
わ
ず
か
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。

し

か

し
、
南
ア
林
道
が
施
工
さ
れ
て
か
ら
は
、
治
山
事

業
の
必
要
は
、
道
路
ぞ
い
に
数
多
く
あ
ら
わ
れ
て

き
た
。
な
ぜ
か
。

道
路
を
建
設
す
る
際
に
、
谷
側

に
土
砂
を
捨
て
た
た
め
に
、
山
地
の
崩
壊

が

生

じ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
森
林
を
伐
採
し
た
た
め
に

山
地
が
崩
壊
し
た
か
ら
で
あ
る
。

具
体
的
な
例
を
の
べ
よ
う
。
尾
勝
谷
の
崩
壊
地

は
、
道
路
建
設
以
前
か
ら
崩
壊
の
可
能
性
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
見

ら
れ
る
大
崩
壊
は
、
明
ら
か
に
林
道
建
設
の
結
果

と
考
え
ら
れ
る
し
、
林
道
を
維
持
し
よ
う
と
す
る

た
め
に
地
す
ベ
り
対
策
の
工
事
が
必
要
に
な
る
。

つ
ま
り
建
設
に
よ
る
マ
イ
ナ

ス
の
効
果
が
あ
ら
わ

れ
た
の
で
あ
る
。
南
ア
林
道
の
沿
道
に
は
、
道
路

建
設
の
結
果

つ
く
り
出
さ
れ
た
崩
嬢
地
が
お
び
た

だ
し
い
而
積
で
あ
ら
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
す
べ
て

に
つ
い
て
治
山
工
事
を
行
う
と
し
た
ら
、
莫
大
な

金
額
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
、
道
路
が

で
き
た
た
め
に
、
治
山
工
事
用
資
材
の
運
搬
が
容

易
に
な
る
で
あ
ろ
う
な
ど
と
い
う
言
い
分
は、

く

/戸、

れ
ぐ
れ
も
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

治

山
事

業

は
、
も
と
も
と
、
人
間
の
生
活
や
生
産
活
動
が
行

わ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
必
要
性
の
弱
い
も
の

で
あ
る
。
道
路
で
破
壊
し
て
、
そ
れ
を
維
持
す
る

た
め
に
修
復
す
る
と
い
う
の
は
予
算
の

二
重
の
ム

ダ
使
い
で
あ
り
、
悪
循
環
で
あ
る
。
し
か
し、

実

際
に
は
、
こ
の
悪
循
環
は
露
呈
し
に
く
い
し
く
み

に
な

っ
て
い
る
。

口
再
び
尾
勝
谷
を
例
に

南
ア
林
道
の
事
業
費
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
計

画
当
初
に
は
一
九
億
五
千
万
円
で
あ

っ
た
が
、
相

次
ぐ
土
砂
崩
壊
や
法
面
の
緑
化
対
策
な
ど
の
た
め

に
昭
和
四
十
九
年
に
は

二
六
億
七
千
万
円
に
も
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
林
道
建
設
の
事
業
費

と
し
て
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
数
字
で
あ
り
、
林
道

工
事
の
結
果
生
じ
た
崩
壊
に
対
す
る
治
山
工
事
の

事
業
費
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

尾
勝
谷
の
崩
壊
地
は
、
明
ら
か
に
道
路
建
設
の

結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
崩
壊
地
に
対

し
て
、

長
野
県
の
復
旧
治
山
事
業
が
行
わ
れ
て

い

る
。
こ
れ
は
国
庫
補
助
事
業
で
あ
り
、
昭
和
四
十

六
年
か
ら
昭
和
四
十
九
年
の
問
に
四
千
万
円
以
上

の
事
業
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
年
も

一
千
万
円
以

上
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国

有

林

内

で

は
、
道
路
の
崩
壊
に
対
し
て
国
有
林
の
治
山
工
事

が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
予
算
上
ま
っ

た
く
別
途
の
も
の
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
道
路
建
設
の

マ
イ
ナ

ス
の
面
と
し
て
は
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。

く
り
返
し
て
言
う
が
、
ス
ー
パ
ー
林
道
は
、
治
山
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撮影 ・小尾↑等巳

原生林を真二つ。

土砂崩域により木が枯れる。

砂土

砂右

---" 

撮影 ・小尾博巳

工
事
用
の
道
路
で
は
な
い
。
む
し
ろ
建
設
に
よ

っ

て
生
じ
た
崩
壊
地
に
治
山
工
事
と
い
う
名
目
で
税

金
が
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。

一
方
で
は
破
峻
に
税

金
を
使
い
、

一
方
で
は
そ
の
責
任
を
あ
い
ま
い
に

す
る
た
め
に
修
復
に
税
金
を
使
う
。
治
山
事
業
に

よ

っ
て
国
土
の
環
境
保
全
が
は
か
ら
れ
、
林
道
に

よ
っ
て
調
和
の
と
れ
た
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
べ
た
悪
循
環
が

露
呈
し
な
い
し
く
み
で
あ
る
。

林
野
庁

と

公

団

が
、
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
の

よ
う
な
国
費
や
県
費
の
ム
ダ
使
い
は
、
許
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
も
こ
れ
は
、

一
時
の
も
の
で

は
な
く
、
今
後
長
い
間

つ
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
も
う

一
っ
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
尾

勝
谷
の
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
む
本
流
の
黒
川
で

は
、
現
在
、
建
設
省
が
大
き
な
砂
防
曜
堤
を
建
設

中
で
あ
る
。

昭
和
四
十
八
年
十
月
、
自
然
環
境
保
全
審
議
会

の
林
修
三
自
然
公
園
部
会
長
は
、
大
雪
山
の
道
路

の
問
題
の
審
議
の
あ
と
で
、
次
の
よ
う
な
談
話
を

発
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
立
公
圏
内
に
お

け
る
道
路
の
建
設
は
必
要
か
つ
や
む
を
得
な
い
場

合
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
、
原
始
的

自
然
環
境
や
亜
高
山
、
高
山
地
帯
、
崩
壊
し
や
す

い
地
域
、
す
ぐ
れ
た
景
観
の
地
域
は
、
避
け
ら
れ

る
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
南
ア
ル
プ
ス
北
部
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
よ

う
な
地
域
で
あ
る
。

こ
の
談
話
は
、
自
然
公
園
内

の
す
ぐ
れ
た
自
然
が
残
さ
れ
た
地
域

に
お
い
て

は
、
山
岳
観
光
道
路
を
建
設
す
る
時
代
が
終

っ
た

こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考

え
方
に
異
論
を
持
つ
者
は
、
も
は
や
ほ
と
ん
ど
い

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

北
沢
峠
付
近
の
未
施
工
区
間

一
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
工
事
を
再
開
す
る
か
否
か
を
議
論
す
る
場

合
に
、
こ
の
こ
と
は
、
重
要
な
前
艇
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
す
で
に
の
べ
て
き
た
経
締
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
こ
の
阪
間
に
手
を
つ
け
る
何
ら
の
理
由

も
見
い
出
せ
な
い
。

北
沢
峠
ト
ン
ネ
ル
案
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
自
然
休
養
林
の
制
査
を
行

っ
た
信
州
大
学
教

育
学
部
羽
出
健
三
教
授
の
報
告
書

(
昭
和
四
十
六

年

一
月
〉
で
慌
案
さ
れ
た
り
、
環
境
庁
か
ら
公
団

へ
ト
ン
ネ
ル
に
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う
申
し

入
れ
が
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、
ト

ン
ネ
ル
に
す
る
と
排
土
の
処
理
な

ど
で
十
億
円
近
く
工
費
が
高
く
つ
く
の
で
、
ト
ン

ネ
ル
に
は
し
な
い
、
と
い
う
の
が
公
団
の
意
見
で

あ
る
。
道
路
は
安
上
が
り
に
つ
く
る
べ
き
だ
と
い

う
考
え
方
が
シ
ミ
つ
い
て
い
る
。
理
想
的
な
行
政

を
行
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
そ
の
出
費
を

惜
し
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
過
去
の
い
い
か
げ
ん
な

工
事
の
責
任
を
ま
ね
が
れ
る
た
め
に
は
、
惜
し
気

も
な
く
国
費
の
ム
ダ
使
い
を
し
て
い
る
。
そ
の
体

質
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、

こ
の
区
間
を
連
結
す
る
必
要
が
な
い
以
上
、
ト
ン

ネ
ル
も
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

峠
部
分
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
公
団
は
、
次
の

よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
峠
付
近
は
、
林
木
の
密
生

す
る
森
林
で
は
な
い
の
で
、
周
辺
の
植
生
に
影
響

を
及
ぼ
さ
ず
に
施
工
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
て
い
ね
い
に
調
査

し
て
い
た
だ
き
た
か

っ
た
。
北
沢
峠
の
窪
地
は
、

湿
原
状
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
針
葉
樹
林
が
存
在

し
な
い
わ
け
で
あ
り
、
オ
ニ
シ
モ
ツ
ケ
、
サ
ン
カ
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ヨ
ゥ
、
ハ
リ
プ
キ
、
カ
ニ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
群
生

地
な
の
で
あ
る
。

最
後
に
も
う
一
つ
、
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

地
元
住
民
の
悲
願
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
の
毛
利
環
境
庁
長
官
の
視
察
の
際
に

、
地

元
住
民
の
悲
願
と
い
う
言
葉
が
宣
伝
さ
れ
た
。
南

ア
林
道
の
建
設
が
、
地
元
の
住
民
の
生
活
を
向
上

さ
せ
る
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
こ
と
は
多

く
の
住
民
が
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
何
も
し
な
い
で
見
捨
て
ら
れ
て
い
く
よ

り
は
、
何
か
が
な
さ
れ
て
い
る
ほ
う
が
、
過
疎
地

の
住
民
の
心
に
意
味
を
も
つ
こ
と
も
あ
り
得
る
。

そ
れ
が
悲
願
と
い
う
言
葉
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
悲
願
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
の

は
、
な
ぜ
か
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
地
元
は
、
賛

成
、
反
対
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も

政
府
の
農
林
業
切
り
捨
て
政
策
の
犠
牲
者
で
あ

る
。
地
元
民
を
対
立
さ
せ
る
の
は
、
農
林
政
の
責

任
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
問
題
の
本
質
を

す
り
か
え
る
こ
と
で
あ
る
。
住
民
の
悲
願
と
い
う

言
葉
に
乗
っ
て
、
林
道
建
設
の
意
義
を
過
疎
対
策

に
あ
る
と
す
る
の
は
訳

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

無
責
任
な
体
質
が
露
骨
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
話
を
し
よ
う
。
長
野
県
側
で
ス
ー
パ

ー
林
道
と
関
係
の
深
い
唯

一
の
部
落
は
、
戸
台
で

あ
る
。
ス
ー
パ
ー
林
道
は
、
こ
れ
以
外
の
部
落
と

は
、
ほ
と
ん
ど
直
接
的
な
関
わ
り
を
も

っ
て
い
な

い
。
戸
台
の
部
落
は
、
五
年
前
に
は
十
二
世
帯
あ

っ
た
。
現
在
は
七
世
情
が
こ
の
部
落
で
生
活
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
三
軒
が
登
山
者
の
宿
泊
施
設
を

経
営
し
て
い
る
。
ス
ー
パ

ー
林
道
は
、
こ
の
部
落

か
ら
一
キ

ロ
以
上
手
前
か
ら
山
側
に
方
向
を
変
え

て
し
ま
う
た
め
に
、
林
道
が
開
通
し
て
登
山
者
が

林
道
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
客
が
途
絶
え

て
旅
館
の
経
営
は
難
し
く
な
る
。
そ
の
た
め
か
否

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
長
野
県
の
「
飯
田
・
諏
訪

地
方
生
活
閏
の
整
備
に
関
す
る
計
画
(
昭
和
四
十

六
年
ど

で

は

、

戸
台
の
集
落
は
移
転
の
対
象
と

な

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
過
疎
対
策
と
い
う
林
道
の

実
態
で
あ
る
。

口
お

わ

南
ア

・
ス
ー
パ
ー
林
道
の
問
題
は
、
自
然
の
破

壊
に
対
す
る
反
対
運
動
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
運
動
は
、
む
し
ろ
、
人
間
の
生
活

環
境
で
あ
る
自
然
が
、
い
か
に
無
責
任
な
状
態
で

破
懐
さ
れ
て
き
た
か
を
知
る
運
動
で
も
あ

っ
た。

こ
の
間
極
に
つ
い
て
今
後
も
、
注
意
深
く
見
守

っ

て
い
き
た
い
。八

参
考
資
料

V

1
、
森
林
開
発
公
団
森
林
凶
発
公
凶
十
年
史

林
野
弘
済
会
一
九
六
八

2
、
森
林
開
発
公
団
南
ア
ル
プ
ス
林
道
の
概
要

一
九
六
七
年
、
一
九
七
四
年

3
、
浅
田
節
夫

・
赤
井
龍
夫
亜
高
山
静
の
森
林
の

取
扱
い
に
つ
い
て
長
野
林
友
一
九
六
三
年

七
月
号

4
、
菅

原

聡

森

林

利
用
調
査
研
究
報
告
書

一
九
七
二

5
、
伊
藤
精
陪
南
ア
ル
プ
ス
・
ス
ー
パ
ー
林
道

林
道
全
体
の
問
題
一
九
七
凶

6
、
北
沢
秋
司
伊
那
地
方
の
地
質
と
山
地
崩
壊
か

ら
み
た
南
ア
ル
プ
ス

・
ス
ー
パ
ー
林
道
の
問
題

点

一

九

七
四

〆~

口
林
野
行
政
へ
の
疑
問
口

林
野
行
政
の
上
か
ら
ス

ー
パ
ー
林
道
を
検
討
し

て
い
く
と
、
日
本
の
天
然
林
が
い
か
な
る
状
況
に

お
か
れ
て
き
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。

ス
ー
パ
ー
林
道
の
建
設
目
的
は
次
の
二
点

付

未
開
発
地
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
開
発

ω
林
道
に
よ
る
林
業
以
外
の
産
業
振
興

で
あ
る
。

付
に
つ
い
て
は
従
米
の
国
有
林
の
奥
地
開
発
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
大
而
積
皆
伐
と
土

砂
崩
壊
、
拡
大
造
林
地
の
植
林
の
失
敗
、
ズ
サ
ン

な
林
地
管
理
な
ど
、
奥
地
の
山
の
荒
廃
の
実
態
は

国
民
す
べ
て
が
知
る
所
で
あ
る
。

そ
の
上
「
地
勢
等
、
地
理
的
条
件
が
き
わ
め
て

惑
い
」
地
域
に
や

っ
と
残
さ
れ
た
森
林
を

「
豊
富

な
森
林
資
源
の
開
発
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
し
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
林
道
を
入
れ
伐
り
た
お

そ
う
と
し
て
き
た
。

ま
た

ωに
つ
い
て
は
、
た
て
割
り
の
行
政
に
あ

っ
て
、
め
ず
ら
し
く
幅
の
広
い
と
こ
ろ
を
み
せ
た

の
だ
が
、
林
業
上
か
ら
は
、

一
番
の
山
奥
に
幹
線

林
道
が
あ
る
の
は
ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
。

と
ん
で
も
な
い
山
県
の
、
そ
れ
も
植
林
不
適
地

へ
林
道
を
造
る
よ
り
、
植
林
適
地
の
里
山
へ
林
道

を
造

っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
植
林
も
過
さ
な

日
い
よ
う
な
山
奥
に
他
虚
業
の
振
興
と
い

っ
て
も
何

が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
峰
越
林
道
だ
か
ら
経
済
範
囲
が
広
が
る

と
い
う
が
道
で
つ
な
が

っ
た
と
こ
ろ
で
、
産
業
や

文
化
の
流
通
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
地
元
に
は
ほ

と
ん
ど
役
立
た
な
い
矧
光
道
路
と
な
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
悪
く
か
ん
ぐ
れ
ば
、
や
は

り
固
有
天
然
林
を
伐
り
出
す
だ
け
が
目
的
で
、
そ

の
ご
ま
か
し
と
し
て
多
目
的
林
道
と
い
う
林
道
で

な
い
林
道
を
計
画
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
以
前
に
、
老
齢
過
熱
林
と
い

っ
て
極
相
天

然
林
を
伐
り
、
拡
大
造
林
と
い

っ
て
天
然
林
を
伐

り
た
お
し
た
。
ス
ー
パ
ー
林
道
も
し
か
り
。

そ
し
て
そ
の
つ
ぎ
は
、
大
規
模
林
業
圏
構
想
と

い
う
山
荒
し
の
林
野
行
政
が
動
き
出
し
て
い
る
。

(
日
本
自
然
保
護
協
会
研
究
員
木
内
正
敏
〉

O 

O 

O 

南
ア

・
ス
ー
パ

ー
林
道
が
、
初
め

て

機

関

誌

「
自
然
保
護
」
に
登
場
し
た
の
は
、
偶
然
に
も
五

年
前
の
八
月
号
で
し
た
。
(
九
九
号
)
現
在
問
題

に
な

っ
て
い
る
の
と
同
操
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
に
よ
る
と
、
工
事
は
昭
和
四
十
三
年

か
ら
は
じ
ま
り
、
四
十
七
年
に
は
終
了
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で

工
事
を
引
き
の
ば
し
て
き
た
の
も
、
南
ア
ル
プ
ス

を
愛
す
る
人
た
ち
の
情
熱
の
た
ま
も
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
ま
す
。

四
団
体
共
催
の
現
地
視
・
築
会
の
後、

亀
山
氏
よ

り
、

連
日
ぶ
厚
い
レ
ポ
ー
ト
が
届
き
、

そ

の

厚

ざ
、
な
ん
と
三
セ
ン
チ

/

「
自
然
保
護
」

へ
の
掲

載
を
連
絡
す
る
や
、
書
き
直
し
た
い
と

の
強
い
要

望
で
、
そ
れ
か
ら
三
日
後
に
は
編
集
部
の
干
元
に

届
く
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
し
た
。

こ
の
熱
意
が
九
月
初
め
に
行
わ
れ
る
自
然
瑞
境

保
全
一審
議
会
に
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
り
つ
つ
、

全
文
を
載
せ
ま
し
た
。
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